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子どもが課題意識を 持ち継続観察するための 指導の工夫 

3 年 「樹木と季節」の ヮ一 アン 一ト 作成を通して 

浦添市立神 森 小学校教諭宮 平 好 手 

Ⅰ テーマ設定の 理由 

観察に行く双に ，観察の視点を 詳」・ く 説明して観察に 出かけたつもりでも ，結果は変化してい 

6 部分に気づかず「先生，あ まりかわってないよ」とか ，観察する視点を 忘れてしまい「どこが 

かわったかわからない」観察の 順序を忘 ォ L てしまい「覚に 出た開放感で 遊んでいる 子 」がいたり 

した。 しかし中には「サクラの 葉が黄色になり ，落ちている 葉っぱもあ ったよ。 秋でもないの 

に不思議だね」と 自分なりに新しい 疑問を持って 観察している 子もいた。 40 名近くの子がいると 

さまざまな反応があ る     

今までの私の 授業を振り返ってみた 時，一部の子どもに 対して。 学習課題を明確にすることは 

できても，全ての 子どもに学習課題を 持たせることができなかった。 それは，教師自身は ，学習 

のねらいをはっきりと 持っていたつもりでも ，それをひとり び とりの子どもの 学習課題とするた 

めの ・観察の視点や 観察の順序，観察記録のまとめ 方等・ きめ細かな手だてがなされていなかっ 

たと反省させられる。 そのような状況だったので ，せっかく子どもから 出された課題も ， クラス 

全員の課題として 組織することができない 面もあ った， 

ところで，亜熱帯の 沖縄と温帯地方とでは 気候的にかなりの 違いがあ る。 教科書等に説明され 

る 「植物の成長と 季節」の内容にも ，沖縄の植物季節の 実情と異なり 違いがあ る。 沖縄は常緑広 

葉樹が主体であ り落葉広葉樹は 少ない " そのために，冬になっても 身近に見られる 木々全体が・ 

温帯地方のよらに 季節の変化を 者しく現すことなく ，全体的に植物の 変化による季節の 区別がは 

っきりしない。 そのため，季節的特徴をはっきりと 捉えることが 難しく，観察の 視点が明確にさ 

れにくい所があ る。 その結果，子どもに 身近な自然の 変化に気づかせるための 課題意識が設定し 

にくい。 設定しても子どもは ，その課題を 追求しようにも 視点が明確でないため 未解決に終わっ 

てしまう場合があ る。 そのことと併せて 教師自身の身近な 植物の成長の 変化に対する 認識の低さ 

から，結果として 子どもは意欲的に 課題を追究することができず ，継続観察のための 意欲も維持 

できないのが 現状であ る，   

そこで，学習目標を 細かく分析し   次のような学習機能 

①文や 図 等で表現することにより ， 丘 どもの考え方の 根拠を明らか fc する， 
② 丁 とものもっている 多様な考えをⅥ き 出す 

③自分の カ で解決できた 成就感や喜ひろ 子どもに抱かせ ，子どもの興味・ 関心や意欲を 高 
めることができる 

の 個々の子ともの 考えを修正したり ，補充したり ，進化して い くことができる " 

⑤ 観察を通して・ 機能的に科学的な 物の見方，考え 方が習得できる ， 

⑥ より的確な形成的評価ができる   
  

  

をもつワークシート 学習を実施することにより ， 自ら意欲的に 課題を追究していく 姿勢が育つも 

のと考え本テーマを 設定した " 
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Ⅱ 研究の仮設 

身近な植物の 観察学習において ，観察の視点を 指示したり，観察結果のまとめ 方を ボ したり   

観察結果から 予想したり，わかったことをまとめたりするワークシート 学習を実施することによ 

って ， 子どもが目ら 課題意識をもち 継続観察し，その 過程で科学的な 見方や考え方が 育つであ ろう。 

Ⅲ 三年生の特徴とワークシート 学習 

小学校生活の 中で 3 年生は机にしっかり 座っての，学習は 古手で，体当り 的な学習を好 れ 時期 

であ る。 めずらしいもの ，変わったものがあ ると他のことは 忘れて働きかける。 そのような体験 

を重ねることにより 事物のしくみやきまりに 着目し，自分なりの 考えで，つじつまを 合わせた 考 

えができるよ う になって，知識に 対する要求が 深まⅠてくる。 

3 年生の追求する 子どもの特徴をまとめてみると ，次のようになる 

①好奇心が旺 盛   「はてな ? 」を発し ，く いつき低学年より 集中度がましてくる。 
②貸料 ( 情報 ) 収集がうまくなる   木で調べたり ，さらに電話や 手紙で確認したりする。 
③行動半径が 広くなり，体当りで 追究する一一驚くほど 遠くへ出かけたり ，自分の日で 見たも 

のしか信用しない 子どもが出てくるのもこの 時期てあ る。 

①問題をとらえ 6 センスがあ る   資料や学習していることの 中に本質的な 問題を発見できる     
観察力が鋭くなっていくこともあ る， 

⑤ 観察力が一段と 鋭くなる --- 比較しながら 観察したり，数量的にとらえたり ，分析してみた 

り分布をみたりして 正確にとらえようと 努力する。 

以上のような 特徴をもった 3 年生に具体的な 手がかりとして 次のような特徴のあ るワークシー 

ト学習を位置づけてみた。 

①子ども中心の 授業であ る   探求学習は子どもの 探究活動を中心とした 授業であ り．その活 
動を通して，自ら 科学の方法や 概念を発見したり 身につけたりする 授業であ る。 

②教科中心の 授業   教科としての 理科の本質 ( 基本的概念と 科学の方法 ) を習得させること 
をねら ぅと 同時に子どもの 自主的な活動や 創造的な活動を 助長する， 

③ 直接経験の重視   自らが働きかける 具体物が探究の 対象であ る。 
④ 個別化された 授業一一 人 びとりの子どもが ，自分に適したやり 方とへ 一スで 取り組み ，そ 

ォ L を自分なりに 解決させる学習であ る。 

以上のことから ，好奇心の旺 盛なこの時期にワークシート 学習を行 う ことにより，より 学習 効 

果 が高められる。 

一 44  一 



 
 
学校教育目標と 理科目標との 関連 一 

  物事を正しく 深く考える 
  よ @. 、 ことは進んで   がまん強くやりぬく 子 
  明るく思いやりがあ り   助け合う子 
  体力のあ る元気な子 
  郷土にはこりと 自覚をもつ 子 

理科の目標 先帝の実柱 

好奇心・が旺 盛で行動的であ る   素野 でき 

の細かい学習になると 深く考え   自らあ る 

事象に働きかけて   その問題を解決する 通 

程における探究心・ や接杭桂 がない。 

  蕊姪 
学校   地域の実態 
人口の急増に 伴い市内で姉番目に 設 甜 

された学技であ る」児童 敦が 多い時は 22 
千人近。 時もあ " 。 " 二校 " 分 "' 現在 
は千人足らずに 漱桂 した。 住宅地域とし 

て道路も整備されっ っ あ る。 野外観兵の 

場所は，宅地整備中の 空地に見られる 程 

度であ る， 

  
  

理科でめ ざす子供 傑 

    

学校教育目標・ものむとを @@9f@a  @@<.-%?LrfrVitif 正しく・深く 考える 字                                                                             測て 最後までがんばる "" 進 " 。 ・が "" 子 強 ' 。 。 " 。 .t.i=*@*S7GW;  wfefctait@.ha@fc-@?- 元気な子 自然を麦する 子 理科 相手の。 " 。 靭 " やり 親 """ 助 " 。 分 ま君。 " 決 ""9 強く解決 "" うと " 自分の成長 " 師 ' , 自戒のすばらしさや 木思舐さ 。 " う 。 とがで。 " 。 する   もつ を知り生命あ るものを大切に 
。 " 疑問 " 思 っ ""' 。 自分。 確 約束や社会の " 。 りを守り ， 。 ん " ㍾。 世話が最後 " で。 。 。     画く。 との大切 "  す 。 。 とができ "   
ぬ かめ " り ． 晴べ " りする " と " 。 もの。 大 "" す " 。 とが。 き 知り 進んで働くよ 
ざ ができる     
。 十 "'" ることが 。 。 " " できる， 。 % 安。 " 検 。 。           
  

  

  
  

  

身近に見られる 横物や動物を 外部から 観 

ら 問題を追求する 能力や生物を 叉 技 する 態 

鹿が 育つア     
  丁 -" 案 し体のつく                                           

l  引折先主題 
子どもが探題意執をもち   継境卸 察するための 指 a の工夫     

身近な植物の 畏実学習にお 、 ・ ，て   観 崇 の 視 ．点を指示したり   埋寮拮果 のまとめ方を 

示したり   理 察 結果か・ ら 予想したり   わかったことをまとみたり す るワークシート 学 

習を位置づけ 荷用することによって   子どもが自ら 恩 題意識をもち 簾続 観察し   その 

過程で科 3 的 な見方や考え 方が育つであ ろう。 

  

  
    

  

観 察 の 活 動   

  成長の過程や 体のつくりがわかる。 とらえた的確な 記録ができる   えることができる   ( 科学   思考 ) 調べ   生きものを大切に 育てること 
( 井 Ⅰ 吉毘   理解 ) ( 観察   実験 ) ができる   ( 関 ， し     態度 ) 

礒礎的 ・差水 的事弔     

。 芽や葉を卍察し                                                     大 '", 花 。 。 一年 "" 涜題 " 。 " 叶 " 。 立 。 "                                               
を挽明 できる     様子を賓や文で 記録できる   ことができる。 んで調べようとする。 

。 芽がら若葉がでてきて   技が伸 び     芽の特徴を捉えて   スケ         チ でき 。 選定木の成長の 様子を予想できる。 。 樹木についての 話し合いや 桶案を 
ることを説明できる       。 踵 定木の成長の 枝子を双回の 様子 協力してできる   

  初夏                   右の頃 の選定     選定木の葉の 色   手 ざわりを記録   @@@@SiSs&S 。 i@SttJ@LT@*@<htoJ ・   
木の成長の様子を 説明できる   できる。 ( 発育窮苦   破棄   紅葉     " 実の色の変化や 叢 丁 後の案の芋 は うとする   

  

。 季節ことに花が 咲きだした校庭の 葉 ) ズ - を拮刑 できる。     樹木の儂 寮 をとおしての 鷹 きや 不 
樹木を指 過 できる         選定木の若葉   旗葉   黄紅葉・ 花   。 黄紅葉は   落下することを 予想、 で   e. 識さ 樹木を大切にしようとする 
        樹木の中には                         実の枝子を記録できる   きる   気持ちを又に 甘 ける。 

  冬の頃 の常緑樹と落葉樹の 枝の様 。 寒さに甘えて 生きる樹木の 梯子と 

  ことを指画できる         記録できる。                   空気の温 腫 変化によって   

    の 特脩 のちがいを 促 えて記録でき " す樹木がま 芽が 葉や花になることを ， ることを推測できる。 予測で   忠助し   植物を大切にしようと ず 
牙 があ ることを説明できる       冬 に落葉する樹木が 枯れ． て 1. 、 なし   きる       季節による 描度 の 違， 。 , と   生物の 

。 賎 かくなるにつれて   若葉がらら ことを実際に 調べて確がめること   午前による上や 水   空気の温度の 成長や活動とを 関係付けてとらえ 
わる樹木が 刹 ・，ことを説明できる             きる   達し     こ よって   生物の成度や 活動 ようとする   

。 樹木の成長の 板子・と気温バラフ よ ・ 。 花を分解して 並べ   節分の名まえ に 近いがあ る c とを関係付けてと 
    温かい頃 と寒い頃 の樹木の成 や 数を記録することができる             えることができる     
長の梯子を説明できる   。 それぞれの 圭 何の土や水   空気の 

。 季節による生物の 様子の変化は   温度をバラフにして 表して比べる 

土 。 水 ．。 気 "" 捜の変 "" 関係                               
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「樹木と季節」のワークシートの 指導計画 
・ 0 印の中の字数は 時数 

    

小 単元老 

オリエン 

アーショ 

  

主調べ 

化 と実 

温度調べ 

選定木の 

観察 

化 と実 

あ っ ぃ日 

の 温度 

目 標 と 指 導 内 容 

校庭で草木や 虫などの様子を 観察し，記録して 話し合うことか 

できる   
  

  

② 木の観察のしかたについての オリェ ンテーシ， ン 

① 木を選定し，その 木の葉の形，大きさ ，色を観察し 記録する。 

① 校庭にあ る選定木を，初夏， 夏 ， 秋 ， 冬 ，春の項と継続観察する 

計画を立てる。 

① 花の咲いている 草木を集めおし 花にしたり，虫を 観察して記録。 

① 芽の形，大きさ ， 色 ・ つ き方を観察し 記録する。 

① 芽 ，出たばかりの 葉，若葉を観察し ，成長の順序を 記録する。 

② ァブ ラ ナ の花を観察し ，花や実の づ くりを調べる。 ァ ブラナに 似 

た 花を探して記録する。 

温度計で温度を 正しく読みとり 記号を使って 記録できる。 

。 ② このころの空気の 温度が何度あ るかを調べる。 温度計の日盛りの 

読みかた，温度の 書きかたと記録のしかたを 知る " 

草木の茂りや 虫の様子を 4 月の項と比べて 記録できる。 

  

① 選定木を観察して 4 月の項と比べて 記録する。 

② 花の咲いている 草木を集めおし 花 fC したり，虫を 観察して記録。 

① 成長した「人人の 葉」を 4 月のころの若芽と 比較し，成長の 順序 

を 記録する。 

① 花は小枝のどこについているか 観察し，アブラナ 花のつくりが 

にているところと 比 校し記録する。 

土 ，水の温度を 棒温度計を使って 測 り記録できる。 

① このごろの地面や 池の水などの 温度を測るため ， 棒 温度計の使い 

かたを知る。 

ナー。 シヰ 

WS@ 1 

WS@ 2 

WS@ 3 

WS@ 4 

WS 5 

W  S  6.7 

WS@ 8 

WS@ 9 

WS@ 3 

WS 4 

10 

WS10 

WS11 
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3. 9 一 クシートを活用した「樹木と 季節」の指導上の 留意点 

@ 木の観察のしかた l 

① ねらい : 外にでで草木を 観察する場合どこをどのようにみたらよいかを 気づかせる， 

②使用できる 単元と月 : あ たたかくなって (4 月 ) 

③ 使用できるワークシート : WS l く 観察のさせ 方 》 

の 場所 : 校庭 ( 葉 ) . 形を中心に厚薄， 色 ，毛の有無，蜜腺の 有 

⑤ 準備 : ブリントのみ 無 ，においや乳汁の 有無などはどうか。 

⑥指導上の留意点 ・葉脈はどのようについているか。 

 
  
 

 
 
 
 
調
 
を
 

回
 

 
 

 
 

・種子の中はどのようになっているか。 

@ ぼくの ホ ・わたしの木を 決めよう   

 
 

 
 

実
 

 
 

 
 

・小枝に葉はどのような 順序でついているか 

・ めしべ ，おし べ，礼 びら，がく 片 何枚と正 

確に調べよう。 

・ め し べ ，おし べ ． 礼 びら，がく片はどのよ 

うな形をしているか。 

  めしべ 。 おし べ，花ひ ら，がく片はどのよ 

うに並んでいるか。 

  1 つの花は小枝のどの 位置についているか。 

・果実はどの 種類か 

単 果 つ 1 花にめ しべ 1 本 ( モモ ) 

実果 つ 1 花に多数のめし べ ( ィチゴ ) 

複果 つ 多数の目 ヘサ E が集まる。 ( クワ ) 

①ねらい : 1 年間観察する 木のおおまかな 特徴がわかり ，目標をもって 観察することができ 

る。 

② 使用できる単元と 月 : あ たたかくなって (4 月 ) 

③ 使用できるワークシート : WS 2 

④ 場所 : 校庭 

⑤ 準備 : 選定木の葉 1 枚，セロ " ンテー プ ，新聞紙Ⅰ 枚 ，ダンボール 2 枚 (32X43) 

⑥ 指導上の留意点、 

・選定木は手でさわったり   目でみえる位置にあ るものを選ばせる。 ， 

・葉はこの木の 特徴がはっきりしたものを 選ばせる。 
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・葉は必要数だけとること ，枝は折らないことを 注意する。 

・常緑樹の中からも 選ばせるようにする。 

・ ル ・実の観察がはっきりできるものを 選ばせる。 

・最近植えた 木は選ばせないようにさせる。 

・葉の標本の 仕方も指導する。 

@ の ごろのぼくの ホ ・わたしの木はどうなっているでしよう l 

① ねらい : 樹木の成長の 様子を目的をもって 調べることによって ，季節との関係であ ること 

がわかる。 

② 使用できる単元と 月 : 全単元 ( ひと月に 1 回 か ，変化が大きい 時 ) 

③ 使用できるワークシート : WS 3 

④ 場所 : 校庭 

⑤ 準備 : 温度計， 生 めがね， 色 えんぴ つ ， ものさし 

⑥ 指導上の留意点、 

，温度の測定は 毎月同じ時刻にする。 

・今日調べたいことを 決め，その予想を 書き観察をはじめる。 結果を気づいたところに 書く 

ようにし，一貫性をもたせるようにする。 

  今日調べた部分だけの 絵をかき，色もめ ら せる。 

・必ず，先月の 観察したものを 見て，比較しその 違いに気づかせるようにする。 

‥温度計は選定木にさげられるように ，前もって，針金をとりつけておくと 便利であ る。 

  「葉のよ うす 」は緑色， 「花のよ うす 」は 赤 ， 「実のよ うす 」は茶の色をバラフにぬる。 

l 本とわたし l 

① ねらい : 撰定木の写真と 服装とを比べることにより ，季節の変化が 更によくわかる。 

② 使用できる単元と 月 : 全単元 ( ひと月に 1 回 か ，変化の大きい 時 ) 

③ 使用できるワークシート : WS 4 

① 場所 : 選定木の前 

⑤ 準備 : ビニール袋．画用紙，カメラ ( 教師のみ ) 

⑥ 指導上 (D 留意点、 

・場所．距離は 4 月に決めておき ，同じ場所から 撮 

影 すると，比較しやすい ， 

・選定木が同じの 場合は 一鮒 c 写す ，   

・登校時の服装で 写す。 ( 体育着などではとらない ) 

・虫は観察してから 手でさわるよ う に注意する。 

・ 「このごろ見られる 化 」は家の庭や ， 登 下校見られる 花 ， 実 ，なども気をつけさせるとよけ。 
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l 木の葉はつぎ つ ぎどこからでてくるのかな ? l 

① ねらい : 芽を観察して 芽がふくらんで ，葉がでてくることを 説明できる。 
淀芽 

② 使用できる単元と 月 : あ たたかくなって (4 月 ) 
  - ヂ拝 

芽
弗
 

③ 使用できるワークシート : WS 5 

① 場所 : 校庭，教室 

⑤ 準備 : 生 めがね，セロハンテー プ， 芽のあ る小枝 1 本 

⑥ 指導上の留意点、 

・ 生 めがねの使い 方について説明する " 

・ 1 枚ずつとってすぐテープではるとなくさない。 

・外がわか 引頂 にとっていく   

  葉 はどんなじめんじょでそだっていくのかな ? 

① ねらい : 選定木の葉がそだって い く順序がわかる。 

② 使用できる単元と 月 : 「あ たたかくなって」 「草木のしげるころ」 「草木の落るころ」 

③ 使用できるワークシート :WS 6  WS 7  WSl0 WSl5 WSl6  WSl7 

① 場所 : 校庭・教室 

⑤ 準備 : セロハンテープ ，選定木の芽から 落葉までの葉 

⑥ 指導上の留意点、 

・ WS 5 「芽の観察」を 導入に用いるとよけ。 

4 月から 12 月までの観察なので ，保管はしっかりとする。 

ま とめは W5 6, 7, 10. 15. 16 を比較しながらさせる。 

    花 のどこが実になるのかな ?l 
①ねらい : 花のつくりを 実際に調べることにより ，どこが実になるかを 予想できる．同じ 花 

のづ くりの草花をさがすことができる ， 

② 使用できる単元と 月 : あ たたかくなって (4 月 ) 

③ 使用できるワークシート : WS 8 

④ 場所 : 校庭，教室 

⑤ 準備 : セロハンテー プ ， ピンセット 

⑥ 指導上の留意点、 同 4 ろに芽から 笑 までの一連の 過程を短期間で 観察できるのは ，アプラ ブ ． マメグシ バ 

ィ ナズナ，ダイコン。 カラシナなどがあ る。 

・アブラナは 時期，季節の 影響を受けやすいので   グループごと 1 週間ずっずらして 種まき 

をする方がよい。 (10 月下旬から ) 

タ ラシナは沖縄で イコン やヵ 育ちやすいので ，それを植えて 観察してもよい ， 

・花が小さいので ，外から順にとってすぐセロハンテープではりつけると ，なくす心配はな 

い   
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  花は枝のどの 部分にさいているのかな ?i 
① ねら ぃ : 選定木の花の づ くりを調べる 

② 使用できる単元と 月 : 草木のしげるころ (6, 7 月 ) 

③ 使用できるワークシート : WSlt 

の 場所 : 校庭，教室 

⑤ 準備 : セロハンテー プ， 花のあ る小枝 2 本， 虫 めがね 

⑥ 指導上の留意点 

  

で   のってはらせる     

・花が小さくて 1 枚ずっとるのが 無理 

チ させる。 

， 葉の大きいものは 次のようにハサミ                             
米 「木の実のひみ っ を見つけよう」 WSl4 もほぼ同じに 扱 

        

  木の冬ごしのひみ ぼく・わたしの っ をみつけよう -- 一 
① ねら ぃ : 冬 かれたよ う になっている 木も・どれもちゃんと 芽をつけており ，その中で花を 

咲かせたり葉を 伸ばしたりする 準備をしていることが 説明できる。 

常緑樹の多い 沖縄でもそれなりの 冬のこし方をしていることを 説明できる。 

② 使用できる単元と 月 : 草木の落ちる 項 (12 月 か 1 Ⅱ ) 

③ 使用できるワークシート : WSl8. WSlg 

の 場所 : 校庭，教室 

⑤ 準備 : 選定木の小枝 1 本，セロハンテー プ，生 めがね，カッターナイフ 

⑥ 指導上の留意点 

  どの枝にも芽がついていることや ，芽にも大きいものと ，小さなものがあ るなどのちが い 

に 気づかせる " 

  芽をたてに切ってみると ，中に小さな 葉のもとがぎっしりつまっている 様子や，すでに 花 

が 準備され， め し べ ，おしべがちゃんとっいている 様子を見ることもできる。 

・芽の中の大切な 花や葉のもとを 守るために．何枚ものかたい 皮でおおわれていることに 気 

っ かせる。 

・落葉樹ばかりでなく ， 常緑色の葉をつけている 木も ， 春になって新しい 枝葉を伸ばすため 

に ，ちゃんと芽があ り，それが大事に 守られているのだということに 気づかせる。 

・芽の中には ，新しく伸びる 葉がぎっしりつまっていることや 花のもとがあ ること，またそ 

れが， しっかり守られていることなどを 気がついがこととして 書かせたい。 

  木の育っていくようすと 気温 
① ねらい : 一年間継続して 観察して，暖かい 季節と案 ぃ 季節の樹木の 成長の違いに 気づき 発 

一 54  一 



 
 
月
 
3
 
 
 
物
 
キ
ピ
 

生
 

。
 
と
 

る
さ
 
穏
 

き
か
 
S
 

で
た
 
W
 

 
 録
あ
ト
 

 
 

"
 
己
 
一
 
一
 
Ⅰ
 

月
シ
 

0
 

と
 
ク
 

た
 

元
一
 

し
単
ワ
 

去
 
る
る
 

き
き
 

で
で
 

 
 ②

③
 ④ 場所 : 教室 
⑤ 準備 : 色 えん びっ ( 緑色， 赤 ・ 茶 ) , ものさ し ， WS 3 を各自のもの 

⑥ 指 指導上の留意点、 

・ 葉 ( 緑色 ) 花 ( 赤色 ) 実 ( 茶色 ) で表す。 

・空気の温度と 土の温度は温度計に 色をぬる。 変化がよくわかるように 折れ線でむすぶとよ 

①
 

S
 
Ⅴ
 
W
 

@
 
 
 

 
 

。
 
ク
 

し
一
 
 
 

4
 
 
 

木 のかんさ っ のしかた ( 3 の )  ( 番 ) (     

を 調べよう ) 

のひみ っ を見つけるには 

次のことに気をつけばが 

ら 見たり，記録したりし 

ましょう 

  

    

  

 
 

よ
 

よ
 

し
 

べ
 

べ
 

ま
 

調
 

り
 

を
調
 

手
 @
 

 
 

 
 

 
 

 
 

沖
 
右
 @
 

 
 

 
 

 
 

べ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

一 5" D 一 





「   ""   " ""   """ """"" " """ """"   """""" 一 """     " 一 """""""""" 一 """" 一 一一 "" " """""""""""" 一 """"""     
  
    

  
  
  

。 ウ一           

㏄ @ 玉 
    
  
    

『 て 
Q 
コ 

Ⅱ t ， 
濤 

へ " 

@- 適 = 

 
 

甘
や
 
ヤ
 Ⅱ
 Q
 
コ
ぶ
毛
 

 
 

申
 f
 コ
廿
巾
兵
曲
 お
な
 践
 ㌣
七
 %
 な
廿
 

侍
む
 る
 Q
 巾
二
ト
 -
J
O
 
せ
り
山
並
 お
 Q
 雙
 

令
 Ⅱ
」
 棚
て
窩
 や
ゆ
り
山
山
）
 
ド
持
 Q
 Ⅷ
二
）
 

  

  

  

  

  
ハ
 
イ
コ
何
 
%
 

お
中
田
 Q 
ぶ
 Q 

糾
 （
 
N
 
）
 

 
 

  
  

  

    
    
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
      
  

  
  
  
  
  
        

㌔
 紺
兵
 Q
 屯
 -
J
 
レ
や
 ，
 @
 な
る
せ
 穏
 五
む
 -
 
で
 

，
ゃ
 Ⅱ
 ら
 n
 、
心
中
い
ゆ
も
 R
>
 
安
 G
 ㈱
（
 弗
 ）
       

群 E 
  
  

Q  " 一 "" 一 

の 卸廷 華   
  
    

照 
Q 
Ⅰ 

イ Ⅰ 

禽 
  

Ⅴ 

五一 

  

  

  
  

G 帝 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
    

八
や
Ⅱ
 
コ
廿
 
9
 さ
由
賦
帥
 
Ⅴ
 

 
 

        

一 57  一 



"="   "-   "" 一一   " … 一 "" 一一 " 一 一 " """ 一一 "       " 一一一 " 一 """""         一一一 一一 " " 一一一 "" 一     ‥一 - 一 @ -@- 一．   一   
  
  

    

  
  
      

  
  

  
  ¥_  _  _  ___  _    ___      ________                ___     

  
    

  
  

  
      

        鰍 ゆ ｜ Q     ：     

  

  

      
        
  

          
  

  " '"""       "" 一 """" 一 "" "" 
  

    """ 一一         
      

      
          
    
      

0 
    ぜ ・） 

      
    

  
  

  

ト一 坤 

  
  

        
1 や ・ l ム     

  ゼ旺     

エ Ⅰ "" 一 "  一 -"-"""-"-" れ @ 玉入 ミ 一 " 一一一               

  
  
  
  ト     " 一 " 一 """-"" 一     

      

  
      

  
  

  

  

  
  
  
  

  
  

    

  

  
  
  
  
    
  
    

い 

忠 
る 
Q 

  

  

『 て 
Q 

  

  

    
  
  
        
    
    
    
    
    
    
    
  

  
  

                
  
  
              

      

      

    

一 58  一 



コ
酎
 

 
 

）
 穏
 Q
 

 
 

 
 

  

  

 
 

い
 神
ゐ
 Q
 
（
 

）
 照
 Q
 

 
 

 
 

｜
 
」
 

 
 

ヨ
 １
拍
 日
 

日
時
 

 
 

  

 
 
 
 

や
 H
 亡
い
 嵌
中
 い
せ
 力
 G
 伴
 G
 民
 

 
 

  
  
  
  
  
  

    

O り 
  
  
  
  
  

    
  
  
  
  
  

  

  

 
 

  

 
 

  
 
 

や
 Ⅱ
 コ
邨
隼
コ
ド
ト
 1
 心
中
足
田
田
 Q
 鰍
一
   

や
 Ⅱ
 コ
世
 
9
 
 一
ト
ト
｜
 小
田
堵
 屯
蒋
 Q
 せ
 

心
中
Ⅱ
安
穏
 Q
 
（
 

 
 

 
 

  

  

    

    

  
  

  
  

    

    一 一 
        一 " " 

  
  

    

。
 
ゃ
 ㍉
 て
い
 Ⅰ
曲
も
申
Ⅱ
 

n
0
 

千
戸
台
中
純
一
 

 
 

    

  
  
  
  
  
  
  
  
ゆ一   
  
  
  

  

      

  
コ刊コ 
舟申バ   

  
  

  

    
  
  

屯ハ   
  
  
  
  

    

蛆鰍 0--@  ト @ll@ 」 １１１ l 
  
        リ堅 
    

      
    
  
回円 

  
  

  派 Ⅰ 
    レ Ⅴ 

卜 @ Ⅰ 
中世 
博め 

コ Ⅲ 
  

Q いせ せ   
トれ - 

ニー : ぃ                                                                       

  
  
  
  
    

  
    

  
    
        
  
  ぬり   
    
    
    
里甘   
  旺浮       

  
  

  

    

一 59  一 



 
 

口
鉗
田
 
D
 

㏄
 
呂
 
  

口
翠
 

8
 １
 %
 呂
 

）
 照
 Q
 

 
 

 
 

 
 

      
  

  
    
  
    
  
  

い 

忠 
ゐ 
Q 

  

  

照 
Q 

  

  
 
 

心
 Ⅱ
も
 
0
 時
や
 邑
 せ
や
 コ
 Q
 コ
り
専
 
Q
 は
 Q
 コ
卍
零
 ・
Ⅴ
  
 

 
 

申
 
Ⅳ
Ⅱ
 
Q
 畏
 
Q
 コ
 心
曲
Ⅴ
 
下
一
 

 
 

  

 
 

 
 

申
弓
 

Ⅰ
 
冊
ィ
鱒
寒
卍
 

叫
そ
 

 
 
 
 

    
  
  
鰍申 
Q り 
温泉   
Ⅰ @ , Ⅰ 
ぶ 田 
托 憶 

栗な 
田 0 
Q@ Q 
糀拙 

    

 
 

  

            山ト・ 一 トド 葮 。 0               
  キゆ蝶       
    

  
  
    

    

ⅠⅠを @ 七二Ⅰ " る   旺 抽お 9 
      

  

ト
ぱ
。
 

R
 
申
 
C
 鰍
や
 
Ⅲ
Ⅱ
Ⅰ
 

ぃ
宙
い
 

-
 
「
 
p
 モ
ゐ
一
 
8
 コ
り
照
卍
 

で
り
 
せ
 

 
 

  
 
 

  

 
 

  

  

）
ま
 れ
コ
ゼ
 
を
 ゴ
ソ
 -
-
P
<
l
 

Ⅵ
 ヤ
 Q
 眠
 

 
 

 
 

 
 

  

  
  
  
  

  

  

  

  
一 60  一 



 
   

    
    
  

          かォ t そう     

仁 Ⅰ - 憶 一 
  

                化   くそ /.       

わか 壊   
    

  

 
 

 
 

    
  
  
    

  

  

    
  
  

    
  

  
  

い @ 

め 
も 
Q 
  

  

長 
Q 

  
  

    
  
  
  
  
  
    
  
  
  
  
  
  

  
  

  
  
  
  
  

    

    
    
  
  
  
  
  
  
  
  
  

り専 

  

  
) 木のそだっていくようすと 気温 

3 口 )         

        
            ) より年、   

  l: ナヰ <               

              盆キリ   少ない -"" -- 一 ""--"""- 一                                                                         
  Ⅱ 分 より争い 

          '.}< ，             

  ド笘トワひな """ L.   一 """"""     
    l@ 分よ，り多 Ⅰ   

  l; リナ @"" 。 ;[@ 

    卜升 より少なく       
  l; 升   Ⅰりを、         

  ド ・ ぅ K より年、 -                                 
              タ ンぐ ・         

    ド分よ l) 少ない   
空気 :f:  空気 上 空気 上 空気 上 空気 :l         
  

  
  C  で   一 ー """"""""-"""" で "c  一 " 一 ""--""" 。 c  一 Ⅰ "" ニ """""""""" "C  一 """" 。 C 
                

  

や
 
目
な
の
 

  

  
  
  
      

一 61 一 

  

  
      
  

        



Ⅶ 研究の成果と 課題 

], 研究の成果として 

観察学習で観察したその 部分に何の意味があ るのか。 観察した事実から 何が推論できるのか 

という一般化，法則化の 見通しは何か。 ということを 踏まえて，次のことを 明らかにすること 

ができた。 

「観察の視点が 具体化できたこと」 

・栄養器官であ る「 枝 ・ 葉 」。 生殖器官であ る「 花 ・果実・種子」等の 観察の視点が 明確化で 

きた。 

・毎月視点をもって・ 観察することにより 一人ひとりが 課題をもつことができ ，また，年間を 

通して継続観察することにより 3 年生の理科のねらいであ る「体のつくり」「成長のきまり」 

についての見方や 考え方を育てる 視点が見えてきた。 

「学習内容をワークシートに 位置づけ実践することにより 次のようなことが 見られた。 」 

・課題が明確なため ，自分自身の 問題として取り 組む姿勢が見られた。 

  3 年生の発達段階としてじっとしていることが イ ヤな時期に，具体的な 作業学習があ ること 

で，興味関心が 高まった。 

・ 机間 巡視して，児童の 学習状況をチェックする 機会が多く，個別指導ができた。 

  「問題をもつ」 「予想する」 「観察する」 「結果を話し 合う」 「次の課題をもつ」という 授 

業の展開によって ，子供は自分で 考え，自分で 解決しようとする 態度が見られた 

2. 今後の課題として 

・季節変化がより 具体的に把握できるために 年間を通した 素材の研究の 必要性。 

・ワークシート 実践上での問題点の 改定。 

この研修にあ たり直接 こ 指導して下さいました 池田博政指導主事，植物季節の 調査 法 において 助 

吾 そして下さいましたむ 里東 高校の佐久未散先生，直接資料を 提供して下さいました 浦添小学校の 

松田京子先生，助言して 下さいました 砂川貞子先生のおかげでテーマを 究めることができました ， 

そして， 西 甲所長・大城主査ならひに 各指導主事や 研究所職員，研究員そして 神森 小学校の先生刀 

の温かい励ましで 研修が無事 終 Ⅰできる事を 深く感謝中し 上げます。 
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